
産業・労働・観光 

●アニメ・マンガコラボイベントによる聖地巡礼の地域活性化

について 

Ｑ． 

 新発田市の観光事業活性化についてアニメ・マンガの聖地巡礼観光コラボをぜひ取り入れ

ていただきたいです。アニメ・マンガの元やモデルになった場所は「聖地巡礼地」としてわ

ざわざ遠方から訪れるファンがとても多いです。アニメ・マンガは、今や子供が見るだけの

ものではなく、本当に幅広い年代が楽しむカルチャーといえます。実際、「らき☆すた」と

いうアニメの舞台になった埼玉県久喜市にある 鷲宮神社の初詣客では平成 20年度では 12

万人・平成 21年度では 42万人・平成 22年度では 45万人に上っています。また、アニメコ

ラボとのよいところは、既存の建物・街並みを目当てに来る巡礼者がほとんどのため、新た

な施設を作るコストがかからないことです。ファンのなかには、複数回訪れる方も珍しくあ

りません。（参考文書：武蔵野大学政治経済学部准教授 永田尚三 アニメの「聖地巡礼」

を活用した地域活性化についての一考察） 

 そこで、新発田市で「ゴールデンカムイ」というアニメ（マンガ）とコラボをし、聖地巡

礼地としてイベントを開催していただきたいです。「ゴールデンカムイ」は、幅広い年代か

ら人気のある北海道を舞台としたというアニメ（マンガ）です。そのなかには、新発田市出

身の主要サブキャラクターがおり、さらに新潟県出身のキャラが複数います。北海道がメイ

ン舞台ですが、物語のなかで新発田市も出てくるため、新発田の自衛隊新発田駐屯地や白壁

兵舎広報資料館を、聖地巡礼のひとつとして訪れる人も実際に多くいます。ぜひ、どんなこ

とを取り上げると新発田市に来てもらえるのかを検討してもらいたいです。 

実際にどんなコラボイベントを行うかは、そのマンガを好きな人の声をたくさん取り入れ

ていただきたいです。市民に提案を募集してもいいと思いますし、ＳＮＳを活用して他県フ

ァンからもアイデアを募集しても楽しいと思います（コラボが始まる前からの周知活動にも

なります） 

コラボイベントの具体的には、 

・白壁兵舎広報資料館に描き下ろしキャラクター等身大パネルや、コラボ限定グッズの販売 

・飲食店にコラボメニュー 

・新発田駅・白壁兵舎広報資料館・飲食店・観光地を中心としたスタンプラリー（景品：ポ

ストカードやシール） 

スタンプラリーや、コラボメニューに店舗によってキャラ別ポストカードのおまけなどが

あれば、ファンは新発田の・複数の観光地・飲食店を巡ります（店舗に 1人ずつ等身大パネ

ルがあれば、そのキャラのファンや複数写真を撮りたいファンがさらに複数箇所を巡回しま

す）。特に、コラボ限定グッズの販売はその希少価値から遠方からそのために来るファンも

多いです。 

令和 3年 9月の市長への手紙の返信に「新発田を知らなかった方が、作品をきっかけに当

市に関心を持ち、お越しいただけるというのは、当市の目指すところであります」というの

を拝見しました。まさに、アニメ・マンガをきっかけに新発田に来ていただき、新発田が好

きになっていただけるのではないでしょうか。 

 

（令和 4年 5月受付） 

 

 

 



産業・労働・観光 

Ａ． 

このたびは、漫画・アニメ作品「ゴールデンカムイ」による地域活性化策について、貴重

なご意見をありがとうございました。お寄せいただいたご提案に関する内容につきましては、

担当課を通じて白壁兵舎広報史料館を管理運営する陸上自衛隊新発田駐屯地にも共有をさ

せていただき、お話を伺ってまいりました。お手紙の中にもありました通り、すでに男女問

わず幅広い年代の作品ファンの方々が見学に訪れているとのことであり、同作品の持つ魅力

とパワーを改めて実感したところであります。 

「ゴールデンカムイ」は、長年にわたり人気を誇る作品であることもあり、版権を使用し

たタイアップ企画に際しては、多くの制約があることも事実ですが、今年はアニメ作品の新

シーズンが始まる予定であり、当市の認知に繋がる絶好のタイミングでもありますので、実

現の可能性について、より一層、研究を進めていくよう担当課に指示をいたしました。 

 

（令和 4年 6月 9日回答） 

 

 

 

 

※上記の回答内容はすべて回答日時点のものであり、現在とは異なる場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



産業・労働・観光 

●観光協会での車いす貸付について 

Ｑ． 

 新発田市観光協会に、自転車の貸付だけではなく、車いすを 5～6台置いて貸付してほし

い。車いすを置くところを確保していろいろな店ができるとよい。お年寄りや障害者が、施

設にいるだけではなく、補助者がいれば自由に街を歩けるようにしてほしい。 

 

（令和 4年 5月受付） 

 

 

 

Ａ． 

このたびの要望を受けて、同協会に車いすの稼働状況について確認したところ、利用頻度

や利用件数からは、現在所有している台数でも十分対応できているとのことでありました。

しかし、車いすのニーズや利用頻度が増えてきた場合には速やかに増台するよう、指示をい

たしました。また、当市ではバリアフリー化を推進しており、車いすを利用される方にとっ

ても、不自由なくご利用いただけるまちの整備を進めております。併せて、車いすについて

も、最寄りの公共施設や観光施設には既に設置しているところですが、今後も車いすを利用

される方のニーズに注視しながら、必要な場所へ設置していきたいと考えております。 

お手紙にもありました、お年寄りや障がいのある方でも自由に歩ける街こそ、市が目指す

べき街の姿であることから、引き続き、実現に向けてまちづくりを進めてまいります。 

 

（令和 4年 6月 10日回答） 

 

 

 

 

※上記の回答内容はすべて回答日時点のものであり、現在とは異なる場合があります。 

 


